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1 本稿に関係する地図は、グーグルマップで「コンゴ民主共和国 ベニ」と検索して参照することができる。 
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を構えていた、民主同盟軍（Allied Democratic Forces: ADF）というムスリム中心の武装勢力が有
力であった［Scorgie-Porter 2015］。コンゴ軍による度重なる攻撃にもかかわらず生き残っていた
ADF にたいして、2014 年 1 月から MONUSCO の支援を受けてコンゴ軍は大規模な攻撃を再開し
た。数カ月に及ぶ激戦の末、ADF の支配地域は大幅に縮小しコンゴ軍との間での戦闘もほとんど
起こらなくなった。 
ところが 2014 年 10 月ころから、これまでになかった問題が生じてきた。ベニ周辺の町や村で、
時にはベニの市街地で、住民が銃やナタ、斧などで殺戮される事件が頻発するようになったので
ある。わかっているだけでもこの年の 10 月には 12 回、計 112 人が殺害されている2。コンゴ・リ
サーチ・グループ（Congo Research Group: CRG）によれば同様の事件はその後しばしば発生し、
2015 年末までに殺された住民は少なくとも 550 人におよんでいる［CRG 2016］。一説には 2 年間







いることも注意すべき事実である。例えば 2016 年 8 月 13 日にベニ市内で少なくとも 36 人が殺さ
れたが、不審なグループの存在がその数時間前に住民によってコンゴ軍に通報されていたにもか
かわらず、何の対応も取られなかったという。MONUSCO も同様に非難されている。2016 年 7 月








ゴ軍と MONUSCO が対 ADF 作戦を始め、住民が ADF の情報をコンゴ軍に伝えた、つまり ADF
を裏切ったことに対する報復だと推測されたのである。MONUSCO も、「おそらく ADF」の仕業
であると考えていた［UNJHRO 2015］。しかし ADF 犯人説は、コンゴ軍と MONUSCO が対 ADF
作戦を遂行中であるという文脈のもとで考えられた仮説であって、犯人とされる者による自白以
                                                        
2 本稿執筆にあたっては、Radio Okapi、RFI、Le Monde、AFP、VOA などのニュースサイトを参照した。煩雑さを
避けるため、参照した個々の記事が掲載されたサイト名、日付、題目などの詳細は省略した。 
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に 2 回安全保障理事会に提出されている。2015 年 10 月の専門家グループ報告書でも、少なくと
も一部の殺戮は ADF によるものだが、数多くのケースで犯人を ADF とするには疑問が残るとし
ている［UN 2015b］。 





例えば 2015 年 2 月から 3 月にかけてベニの北東で行われた殺戮の犯人の中に、付近に駐屯してい
たコンゴ軍第 1006 連隊の兵士が含まれていた証拠があると、捜査した警察官が証言している。こ












                                                        
3 殺戮が開始されてから 2017 年 3 月までの MONUSCO に関する国連の報告書では犯人が ADF であるという証拠
は示されていない。例えば UN［2017］を参照。 
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ダ語を話す人員と合流し、共に殺戮を行ったという。 
ムンドスは、2014 年 1 月から始まった対 ADF 作戦の司令官を同年 8 月から務めていた。ムン




よる ADF への支援は、コンゴ警察やコンゴの情報機関のメンバーも確認しているという［UN 
2016］。 
2015 年 10 月の専門家グループの報告書においてすでに、殺戮の犯人が逮捕されても裁判にか
けられることのないことが指摘されていたが［UN 2015b］、2016 年 5 月の報告書では殺戮のため
にリクルートされた 2 名の証言として、逮捕されてもコンゴ軍の複数の将校が釈放の手配をして
くれることを挙げている。ADF の幹部とコンゴ軍の将校各 1 名も、逮捕された犯人たちはふつう
釈放されることを確認している。ただし釈放の正確な理由を特定できなかったため、コンゴ軍と
ADF が共謀して釈放しているのか否かは確認できなかったと報告書は述べている［UN 2016］。 
専門家グループの報告書が、ベニ周辺での殺戮は ADF 以外のグループも関与していると繰り返
し指摘したにもかかわらず、また CRG がコンゴ軍兵士による殺戮の可能性を指摘したにもかかわ




［Titeca and Fahey 2016］。他方コンゴ軍のスポークスマンは、専門家グループや CRG の報告に対
して「確固とした証拠無しにあれこれ述べたてて、前線の兵士の名誉を汚している」と強く非難
している［Jeune Afrique 2017］。 









重なり、コンゴ軍や MONUSCO に対する住民の反感も募っている。2014 年 10 月下旬には、約 80
人の住民が殺されたことをきっかけにベニ周辺で MONUSCO を糾弾するデモが行われ、またパト
ロール中の MONUSCO への投石も行われた。MONUSCO のみならず、コンゴ政府への抗議デモ
も頻発した。2015 年 5 月にはベニの住民数百人が、コンゴ軍、コンゴ政府、そしてカビラ大統領
への抗議デモを行った。2016年10月上旬にもADFとされる武装勢力による攻撃で住民が死亡し、
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いけば良いのだろうか。殺戮発生の直後 2014 年 11 月にはすでに当時の国防大臣が「殺戮が続い
たからといって、自衛のための民兵組織を作ることのないように」と警告している。おそらく住
民の間でそのような動きがあることを察知したのであろう。その後約 2 年にわたって状況が改善
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